
学 校 評 議 員 会 議 録 

 

開催日時 

 

令和７年６月11日（水）16：00～17：00 

 

会  場 

 

北海道札幌東高等学校 校長室 

 

出席者数 

 

学校評議員 ４名 

 

学校職員  ６名 

 

 
 

出席者名 

 

 

 
武 田 奈津子 
山 口 龍 二 
酒 井 誉 介 
小笠原 史 佳 
 

 
校  長  須 藤 克 志 
副 校 長  髙 橋 昌 宏 
全日教頭   天 野 潤 也 
定時教頭   渡 邊 宏 重 
事 務 長  平 澤   公 
主幹教諭  酒 井 葉 子 

 
 会議次第・議事内容 
 
１ 開会 
２ 校長挨拶  
３ 本校教育活動 
 (1) 全日制概況説明（全日制教頭）資料の通り 
 (2) 定時制概況説明（定時制教頭）資料の通り 
４ 評議（感想、質問等の交換）○ 評議員から ● 本校職員から 
 
学校の現状についての感想等 
○同窓会研修会において、過去の卒業アルバムの中に個人情報があり、学校祭での展示をやめ
ていたが、テープなどを貼るなどして復活させたい。 

○ポスターが大変好評である。 
○入選の倍率が高くなっているが、生徒の変容はあるか。今後の倍率が心配。 
○学校の現状素晴らしい。授業以外の取り組みが素晴らしい。（3名） 
次世代にも引き継いでほしい。4つの力が分かりやすい。校長先生が生徒に溶け込んでいく空
気感がよい。 

○シンカプジェクト、部活動、顧問について詳しく知りたい。 
○入学者受け入れ方針は、今後も学校説明会の中で伝えてほしい。 
○定時制の学校祭を実施してほしい。 
●入試倍率が高くなっての生徒の変容は、特に大きくは変わらない。 
●進化プロジェクトの４つの力についての説明（資料の通り） 
●部活動については、４つの力が育めるよう部活動おいて顧問を中心に活動している。 
顧問については、現状の中で先生方に頑張ってもらっている。 

 
教育相談・生徒指導について 
○教育相談部は、ネーミングをソフトなものにしたらよいのではないか。 
○AiGrow活用は、良いと思うが、それだけを信じない指導が大切。 
○コーチングの研修は、今の若者にいいと思う。 
○一人一人の変化に応じた対応が大切。 
○人を否定しない雰囲気でやっていくことが安心感につながる。 
○部活動をやった方が、今後の社会に出たときによい。バスケ部の昭和的指導（本郊外）や歌
舞伎の世界の指導等参考になる。「根性」の意味を分かる生徒になってほしい。 

●自分自身で考えていかなければならない時代。自ら進んで学んでいく生徒を目指している。 
 
資金について 
○ふるさと応援事業についてカナダ研修にあてる形で良いと思う。 
○ロータリーやライオンズ、SNS、学友会等あらゆる形で資金援助をしていただく方法を探る。 
○同窓生の恵庭市長に相談してみる。 
○資金については、同窓会として今後も協力したい。 
 



５ 連絡事項など 
  ・次回は、10月頃 ３回目は、3月頃を予定 
  ・学校祭の日時の連絡 

・東高まんじゅうの業者変更 
 
６ 校長挨拶 
７ 閉会 

 

上記のとおり会議を開催した。               
                       令和７年６月11日（水） 
                       北海道札幌東高等学校長 須 藤 克 志 

 

 


